２０１１年８月２日
ＮＨＫ大阪放送局
局長　堂元　光　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫ問題大阪連絡会（代表者　河野安士）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫ問題京都連絡会（代表者　倉本頼一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫ問題を考える会（兵庫）（代表者　貫名初子）
「若狭湾原発群のドキュメンタリー番組制作要望」への賛同署名提出について

　去る６月１７日、私たち関西の視聴者３団体は、原発報道について以下の５点の申入れを行いました。

①　５月２７日放送の関西熱視線『シリーズ関西と原発　津波への備えは』の再放送を。
②　「放射能汚染地図」「続放射能汚染地図」やチェルノブイリを扱った「世界のドキュメンタリー」などの番組は、ＥテレやＢＳだけでなく、ＮＨＫ総合の７時、９時台の視聴者が見やすいゴールデンタイムに特集番組として放送してほしい。
③　関西では、福井県若狭湾に集中する原発群の危険性が大きい。「関西熱視線」のような単発番組でなく、多角的な視点から見た若狭湾原発群の実態と事故想定の番組制作を要望する。

④　これまで原発の危険を警告してきた科学者、識者が参加する番組を作ってほしい。
⑤　政府と電力会社は、原発停止による電力不足を宣伝しているが、積算根拠が示されて
いない。ＮＨＫはそれを検証する番組を要望する。

原発事故から４か月、事故の現状を伝える番組から少しずつ原発のこれからを考える番組

が出てくるようになりました。

ＮＨＫでは、討論番組「徹底討論どうする原発」（７月９日）が放送され、その中では、玄

海原発や伊方原発の危険が取り上げられていました。
また、７月２３日午前、ＮＨＫ総合で放送された解説委員総出の討論会「どうする原発・エネルギー政策」は、ほとんどの解説委員が「廃炉論」を展開する迫力ある番組であり、私たち視聴者団体が要望した④に応える番組でありました。ただし、若狭湾の原発群の問題は紹介されていませんでした。
そこで、私たちは、要望③の若狭湾の原発に関する番組制作について、別紙の賛同署名を

添えて再度つよく要望するものです。
　　　　　　　　団体署名　　　　　　　団体分

　　　　　　　　有識者の署名　　　　　人分
　　　　　　　　個人署名　　　　　　　人分　　　　　　　　　　　　　　以上
